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【招待講演】 
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梅野 太輔 
1. 2016/07/16 生物工学会夏のセミナー2016, 府中. 「生体分子の協働機能形式

を進化デザインする」 
2. 2016/08/29 生命の起源および進化学会 & 日本アストロバイオロジーネット

ワークジョイント夏の学校，葉山，「分子スイッチ機能 進化から創発へ」 
3. 2016/09/10 新学術領域研究（研究領域提案型）生物合成系の再設計による複
雑骨格機能分子の革新的創成科学（生合成リデザイン）キックオフシンポジウ
ム，東京大学，東京，「人口生合成経路の進化デザイン」 

4. 2016/10/07 酵素工学研究会第７６講演会，東京大学，東京，「生体高分子の協
働様式の進化分子工学」 

5. 2016/01/17 OIST seminar series. OIST, 沖縄， “Evolutionary design of 
biosynthetic pathways and regulatory networks” 

6. 2017/01/25 かずさ DNA 研究所公開セミナー、かずさ DNA 研究所，木更津，
「カロテノイド・テルペノイドの「リデザイン」技術」 

7. 2017/02/16 Biosystems Design 3.0，Singapore, “Rapid Diversification and 
Compression of the Genetic Networks via Directed Evolution” 

8. 2017/03/05 Fusion Conference on Synthetic Biology for Natural Products, 
Cancun, Mexico, “Directed Evolution of caerotenoid/terpenoid biosynthesis” 

9. 2017/03/27 JBA 発酵と代謝研究会セミナー, 東京,「トリテルペン生合成経路
を実験室内で「進化」させる」 

10. 2017/06/01 9th US-Japan Symposium on the Biosynthesis of Natural Products，
Arrowhead, CA ， “Directed evolution of carotenoid/ terpenoid biosynthetic 
pathways.” 

11. 2017/08/05 新学術領域研究（研究領域提案型）生物合成系の再設計による複
雑骨格機能分子の革新的創成科学（生合成リデザイン）第 2 回公開シンポジウ
ム, 北海道大学，札幌, 「トリテルペノイド生合成経路の進化能の探索」 

12. 2017/09/08 日本植物学会第 81回大会シンポジウム, 北海道大学，東京, 「カ



ロテノイド生合成経路の「進化能」の探索」 
13. 2017/09/13 日本生物工学会シンポジウム, 早稲田大学，東京, 「テルペノイド

生合成経路の兵站体系を再検討する」 
14. 201710/03 1st China-Japan Symposium on Natural Product Biosynthesis，

Hotel Nikko, Shanghai ， “Laboratory evolution of triterpenoid biosynthetic 
pathways.” 

15. 2018/01/20 第 3 回九州大学産学連携・分子組織シンポジウム，九州大学，福
岡，「センサと制御ネットワークの進化デザイン」 

16. 2018/03/16 第４３回生命の起源および進化学会シンポジウム，埼玉大学，埼
玉，「情報処理機能の実験室内「創発」」 

17. 2018/03/18 日本農芸化学会 2018 大会，名城大学，愛知，「非天然トリテルペ
ノイド生合成の進化合成生物学」 

18. 2018/05/12 理化学研究所物質改階層原理研究＆ヘテロ界面研究合同春合宿，
熱海，神奈川，「センサと制御回路の「生まれ方」」  

19. 5/26/2018 新学術領域研究「生合成リデザイン」第 4 回公開シンポジウム，
北海道大学，北海道，「二次代謝経路の一次代謝化のための代謝物応答センサの
製作技術」 

20. 6/17/2018 Gordon Research Conference on Carotenoids, Sunday River, 
MA：”Re-Designing carotenoid biosynthetic pathways”. 

21. 9/28/2018 学術振興会 151 委員会講演会，和光理研，埼玉県：「タンパク質
「センサ機能」の創発と集積化原理」 

22. 10/16/2018 ポリマーフロンティア 21 講演会，東工大，東京都：「非天然トリ
テルペノイド生合成経路の進化デザイン」 

23. 12/17/2018 細胞を創る研究会，東北大学，宮城県：「情報処理機能の「創発」
と生合成工学への応用」 

24. 12/1/2018 科学技術館公開講義ユニバース，科学技術館，東京都：「たんぱく
質を試験管内で「進化」させる？」 

25. 5/23/2019 進化工学による未踏カロテノイド空間の探索，東京ビックサイト，IFIA 
JAPAN 

26. 5/25/2019 科学研究費補助金 新学術領域研究（研究領域提案型）生物合成系
の再設計による複雑骨格機能分子の革新的創成科学、第 6回公開シンポジウム、
北海道大学、札幌、「二次代謝の一次代謝化技術」 

27. 5/27/2020 大阪市立大学，大阪市立大学特別講義，「演算・判断機能を生体高分
子に書き込む？：合成生物学のプレーナー技術」 

28. 8/28/2019 新潟大学，新潟大学農学部特別講義，「分子スイッチ機能の進化デザ
イン」 

29. 9/13/2019 千葉大学，日本分析科学会特別シンポジウム，「センサータンパク質
の進化デザインによる多入力・多出力化」 

30. 10/3/2019 石川県立大学，石川県立大学資源研究所特別講義，「脱カスケード化
を志向した遺伝子制御の進化デザイン」 

31. 10/21/2019 関西学院大学，関西学院大学特別講義，「進化分子工学をつかった
未踏カロテノイド空間の探索」 

32. 11/29/2019 東京大学，東京大学工学部特別講義，「情報処理機能の実験室内
「創発」」 

33. 11/15/2020 科学研究費補助金 新学術領域研究（研究領域提案型）生物合成系
の再設計による複雑骨格機能分子の革新的創成科学，第9回公開シンポジウム，
オンライン開催，「二次代謝の一次代謝化技術」 

34. 3/21/2021 日本化学会第 101 春季年会シンポジウム，オンライン開催，特別
講演「酵素というナノ界面をつかったセンサ構築技術」 
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1. 浅野真菜，久野 斉，梅野太輔，李 伶，眞岡孝至：化合物およびトラクション
油の製造法，出願番号 2017-106008 (2017年 5月 29 日) 同上国内優先権主張
出願（2018-045352，2018年 3月 13 日） 

2. 梅野太輔，浅野真菜，久野 斉，李 伶：ボトリオコッセン生合成経路の活性向
上手法および細胞活性変異体，特願 2017-105533 (2017年 5月 29 日). 

3. 梅野太輔，木村友紀，大内恭平，河合繁子：多入力・多出力型遺伝子スイッチお
よびその製造方法，特願 2018-057314（2018 年 3 月 23 日）PCT 出願番号
WO2019/182156 A1 （2019 年 9 月 26 日） 

4. 梅野太輔，大谷悠介，河合繁子，スクアレン消費酵素のスクリーニング法およびスク
アレンーホペン環化酵素，出願番号 2018-066299 （2018年3月30日） 

5. 梅野太輔，大谷悠介，河合繁子：スクアレン消費酵素のスクリーニング法および
スクアレンーホペン環化酵素，特願 2018-066299（2018年 3月 30 日） 

6. 梅野太輔，木村友紀，野々下芽以，代謝物センサ及び酵素活性のスクリーニング方
法. 出願番号 2020-034548（2020年2月29日） 

7. 梅野太輔，荒木道備，変異型イソプレン合成酵素およびそのスクリーニング方法. 出
願番号 2020-036812（2020年3月4日） 

8. 梅野 太輔，大谷 悠介，カロテノイド化合物、該化合物の製造方法、並びに、酸化ス
クアレン環化酵素変異体のスクリーニング方法，出願番号2021- 61647（2021年3月
31日） 

 
【報道記事】 
＜A02 班＞ 
梅野 太輔 
1. 「センサー，1週間で作製」日本経済新聞、2019. 3. 14 
2. 「タンパク質を試験管内で進化させる」 日経サイエンス 2018年 12月号 
 
 
【受賞、表彰等】 
＜A02 班＞ 
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